第３３課　　神様の働きを見る真の信仰　　(創22:15～19)
　　　真の信仰を持っている者は、神様の働きを見ることができます。真の信仰は真の告白と真の献身によって表れます。モーセが信仰を告白したときに神様は紅海を分けられました。同じく、アブラハムの献身は信仰を前提にしたことでした。
1．創世記の要点
1章：真の祝福　　　　　　　　　　　　11章：バベルの塔
2章：神様の約束　　　　　　　　　　　12章：堕落と救い
3章：滅亡と福音　　　　　　　　　　　13、14、15章：おいとの別れ、成功
4章：真の礼拝と偽りの礼拝　　　　　　16章：イシュマエルの出生
5章：契約の民と契約の外の民　　　　　17章：イサクの出生の預言
6章：ネフィリムと救いの箱舟　　　　　18章：御使いを招待
7章：救いの箱舟　　　　　　　　　　　19章：滅びの預言
8章：救われた人と動物　　　　　　　　20章：アブラハムの不信仰
9章：ノアの失敗、子どもの祝福　　　　21章：イサクの出生
10章：人種の広がり
２．アブラハムに対する神様の約束
（１）４つの約束
（２）神様がアブラハムに捨てるようにさせられたこと
（３）新しい祝福を与えられました
３．試練を通過したアブラハム
（１）ささげる試練（創22:1）
（２）一番貴重なものをささげました（創22:2）
（３）神様の力を信じました（創22:5）
４．真の信仰が確認されたアブラハム
（１）主の使いに会いました（創22:15）
（２）神様が保障されました（創22:16）
（３）子孫の繁栄（創22:17）
（４）子孫の勝利（創22:17）
（５）宣教の門が開かれました（創22:18）
